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午前９時３０分開会 

○委員長（足田 仁司） おはようございます。定刻

より少し早いですけど、皆さんおそろいのようです

ので、防災対策調査特別委員会を開会いたします。 

 最初に委員長挨拶ということなんですけども、こ

のたびの議会の人事によりまして、委員長を務めさ

せていただくことになりました足田と申します。な

かなかこのポジションといいますか、役目は初めて

ですので、足らぬところがたくさんあると思います

けれども、皆さんのお力添えによりましてスムーズ

に進行できるよう、よろしくお願いいたします。 

 まず、防災といいましても、近年、豊岡市は大き

な災害に見舞われることがなく、非常にありがたい

ことだと思います。しかし、全国的に見るとこれま

でと違った形の気象状況であったり、災害の起き方、

非常に突発的なものも含めて頻発しているところ

であります。 

 国のほうは自助・共助・公助ということで、自助

を盛んに頭につけておりますけども、やはり公助の

果たすべき役割というのは非常に大きいと私は思

っております。１００％完璧なものは難しいにしま

しても、少しでも人的災害ですとか、財産の損失で

すとか、そういったことは防げるように、やっぱり

備えあれば何とかと申しますように、できる限りの

ことを準備しておくということが大変大事だろう

と思います。皆さんの英知と経験と、それを豊岡市

のために十分生かしていけたらなと。少しでもお役

に立てればと思っておりますので、どうぞよろしく

お願いいたします。 

 最初に、但東振興局の大石地域振興課長より、本

日の委員会を欠席する旨の申出があり、これを許可

しておりますので、ご了承願います。 

 あと、ちょっと喉の調子がよくないんで、飴ちゃ

んを舐めながらさせていただいて、滑舌がさらに悪

くなりますけど、ご容赦いただきたいと思います。 

 それでは、協議に入りますまでに、今回は役員改

選後、初めての委員会でありますので、ここで出席

者の皆さんに自己紹介をいただきたいと思います。 

 まず、私は今、挨拶しましたので、副委員長、各

委員、それから当局職員、最後に事務局という順序

でお願いをいたします。 

 それでは、副委員長、お願いします。 

○委員（土生田仁志） 初めて仕事らしい仕事をする

ことになりました土生田と申します。 

 ２番目の仁志君として、よろしくお願いします。 

○委員（清水  寛） おはようございます。清です。

どうぞよろしくお願いします。 

○委員（浅田  徹） おはようございます。浅田で

ございます。よろしくお願いします。 

○委員（椿野 仁司） ３番目の仁司です。よろしく。 

○委員（福田 嗣久） 福田でございます。おはよう

ございます。よろしくお願いします。 

○委員（奥村 忠俊） 奥村です。どうぞよろしくお

願いします。 

○委員長（足田 仁司） 当局は、名簿順で。 

○防災監（宮田  索） 名簿順ということで、防災

監の宮田です。どうぞよろしくお願いします。 

○防災課長（原田 泰三） 防災課長の原田です。お

はようございます。よろしくお願いします。 

○コウノトリ共生部長（川端 啓介） おはようござ

います。コウノトリ共生部長の川端と申します。よ

ろしくお願いいたします。 

○農林水産課長（柳沢 和男） おはようございます。

農林水産課長の柳沢でございます。よろしくお願い

いたします。 

○農林水産課参事（井垣 敬司） おはようございま

す。農林水産課参事の井垣と申します。よろしくお

願いします。 

○都市整備部参事（河本 行正） おはようございま

す。都市整備部参事の河本です。どうぞよろしくお

願いします。 

○建設課長（冨森 靖彦） おはようございます。建

設課長の冨森です。よろしくお願いいたします。 

○上下水道部長（米田 眞一） おはようございます。

上下水道部長の米田です。よろしくお願いします。 

○下水道課長（石津  隆） おはようございます。

下水道課長の石津です。よろしくお願いします。 

○下水道課参事（堀田 政司） おはようございます。
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下水道課参事の堀田です。どうぞよろしくお願いし

ます。 

○城崎振興局長（熊毛 好弘） おはようございます。

城崎振興局長の熊毛です。よろしくお願いします。 

○城崎振興局地域振興課長（谷垣 一哉） おはよう

ございます。城崎振興局地域振興課長の谷垣と申し

ます。よろしくお願いします。 

○竹野振興局長（瀧下 貴也） おはようございます。

竹野振興局長の瀧下でございます。よろしくお願い

します。 

○竹野振興局地域振興課参事（山根 哲也） おはよ

うございます。竹野振興局地域振興課参事の山根と

申します。どうぞよろしくお願いします。 

○日高振興局長（小谷 士郎） 日高振興局長の小谷

士郎といいます。よろしくお願いします。 

○日高振興局地域振興課長（中川 光典） 日高振興

局地域振興課の中川と申します。どうぞよろしくお

願いします。 

○出石振興局長（村上 忠夫） 出石振興局長の村上

です。どうぞよろしくお願いします。 

○出石振興局地域振興課長（今井 謙二） 出石振興

局地域振興課長の今井です。よろしくお願いします。 

○但東振興局長（羽尻 泰広） おはようございます。

但東振興局長の羽尻と申します。よろしくお願いい

たします。 

○消防長（桝田 貴行） おはようございます。消防

本部、消防長の桝田です。よろしくお願いします。 

○消防本部参事（金納 広行） おはようございます。

消防本部、消防本部参事、金納です。よろしくお願

いします。 

○消防本部参事（井﨑 博之） おはようございます。

消防本部参事の井﨑と申します。よろしくお願いし

ます。 

○事務局主査（伊藤八千代） 失礼します。事務局の

伊藤と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（足田 仁司） 次に、協議・報告事項に移

ります。 

 まず、席次の指定についてでありますが、ご協議

をお願いしたいと思います。 

 正副委員長の席は決まっておりますが、各委員の

席について、今お座りいただいている席でよろしい

か、意見があればお聞かせをいただきたいと思いま

す。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（足田 仁司） 特に意見がないようですの

で、そのように決定をさせていただきます。 

 それでは、委員会の所管事項について、別添事務

概要について、続いて、を議題といたします。 

 ４月に行われました各委員会での事務概要を本

委員会が該当するものを引き継ぎ、その進捗状況を

説明していただきたいと思います。 

 当局から一通りの説明を受けた後、各委員から質

疑等をお願いをいたします。 

 なお、現在、常任委員会、特別委員会の会議録を

市議会ホームページで公開をしております。つきま

しては、委員の皆さん、当局の皆さんにおかれまし

ては、次の２点についてご留意を願いたいと思いま

す。１つ目は、数字、それから年月日などについて、

言い間違いのないよう正確にお願いをしたいと思

います。２つ目としまして、個人情報や未確定事項

などについて不適切な発言にならないように、慎重

を期していただきたいと思います。 

 それでは、説明をお願いいたします。 

 政策調整部、原田防災課長。 

○防災課長（原田 泰三） ５ページ目、６ページ目

でございます。防災行政無線の更新についてです。 

 現況と課題といたしまして、防災行政無線のデジ

タル化というのが、アナログ方式による防災行政無

線電波の使用期限の関係で、２０２２年１１月末と

いうような期限がございまして、豊岡市では２０１

８年度から整備を進めております。２０１９年度に

は親局や中継局などの無線設備、それから屋外拡声

子局等の整備を終えておりまして、２０１９年の１

０月１日からデジタルとアナログの併用運用を開

始しております。その後、この２０２０年１１月か

らは市内全域でデジタル防災行政無線のみで運用

をしているところでございます。 

 基本方針でございます。２０２０年１０月末を目
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途に全世帯のデジタル戸別受信機交換を終えると

いうようなこと、それから、市内全域でデジタル電

波による運用に移行をするというようなことでご

ざいまして、工期限を２０２１年２月末としており

ました。 

 続いて、概要と進捗状況につきましてご説明いた

します。 

 ２０２０年度、整備最終年度といたしまして、引

き続いてのデジタル戸別受信機への交換作業、それ

からアナログ無線の設備の撤去を行ってきており

ます。残る地域のアナログ・デジタル併用について

も、この２０２０年１０月末で運用を終えていると

いうところでございます。 

 ３番目のところの（１）以下の表についてご説明

をさせていただきます。 

 まず、進捗率でございますが、９９．４％という

ことで、１０月２７日現在デジタル戸別受信機への

交換状況について記載をさせていただいておりま

す。住基上の世帯数、それからあと住民票を置いて

いない世帯で防災行政無線の戸別受信機が欲しい

というようなことで希望された世帯も含めまして

予定としておりますのが３万４，７４４件で、設置

台数は２万７，７４５台ということで、設置率は７

９．８６％ということになっております。 

 ３行目の設置不要の申出数のところでございま

すが、施設入所による不在の世帯や１軒のうちで世

帯分離をしているような方というようなことにつ

きましては無償貸与の対象ではないというような

ことで、設置不要数は４，３３５件というふうにし

ております。 

 それから、交換未完了数につきましては３，０３

２件となってございます。 

 ６ページ目をご覧ください。交換未完了の世帯へ

の対応ということを記載させていただいておりま

す。ここにつきましては大半がアパート等の賃貸物

件の入居者というようなことが挙げられておりま

して、この方々につきましての対応につきましては、

防災行政無線で繰り返し１日３回とかいうような

レベルで防災行政無線機の交換をお願いしますと

いうような周知を図ってきておるほか、ホームペー

ジや広報、それから業者さんも何度も何度も行って

いただいて、その都度その都度、不在のところには

不在票を置かせてもらって、ここに電話してくださ

いというようなことで丁寧に対応してくださって

いるんですけども、まだまだ相手方からの連絡がな

いというようなところが多くて、連絡を待っている

ような状況でございます。 

 今後も工期末までまだありますので、たくさん交

換をしっかりとしていただくようにホームページ

や、とよおか防災ネットメールで周知を図ってまい

りたいというふうに思っております。 

 １１月２７日で全てのアナログ施設の撤去が完

了するというような予定になってございます。以上

でございます。 

○委員長（足田 仁司） 続いて、都市整備部、冨森

建設課長、お願いします。 

○建設課長（冨森 靖彦） 建設課からは２件報告を

させていただきます。 

 まず、７ページをご覧ください。雪害対策事業の

推進ということです。現況と課題、基本方針につき

ましては４月から特に変わっておりませんので割

愛させていただきまして、概要及び進捗状況を主に

報告させていただきます。 

 今年度につきましては除雪対策ということで、日

高地域の１３トン級除雪ドーザーの更新を予定し

ておりました。現在、購入契約済みで、来年３月末

には納入予定となっております。なお、この機械に

つきましては日高地域の神鍋で使用予定というこ

とになっております。 

 それから、次の消雪施設の更新等ですが、まず、

城崎の市道一の湯松崎線外につきましては、現在、

工事施工中でありまして、１月中には現場が完成し

て散水ができる状態になる予定というふうに把握

をしております。 

 それから、次の市道大篠岡駄坂線につきましては、

こちらは今月中には散水できる状態になりますの

で、１２月１日からの冬季の除雪期間には間に合う

ということになっております。 
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 それから、一番下ですが、竹野の市道上町賀島公

園線外につきましては、これは散水ノズルのみの交

換ですが、既に工事は完了しております。 

 なお、先日、今年度の除雪計画がまとまりまして、

概要について若干報告をさせていただきます。除雪

延長につきましては、車道が６３１．０キロメート

ルで、歩道が１１３．９キロメートルで、合計が７

４４．９キロメートルで、除雪車両台数につきまし

ては、今年度につきましては１８０台、これを９４

の業者の方で対応をしていただくことになってお

ります。 

 なお、豊岡市の市の職員の除雪隊員数につきまし

ては、６９名体制で除雪を行っていくこととなって

おります。１２月１日には発隊式を行いまして、除

雪作業に入ることとなっております。 

 なお、今回の１２月議会におきまして、除雪の委

託費につきまして、例年と同じですが、補正にて増

額ということで、またお願いをさせていただきます

ので、ご審議のほうをよろしくお願いしたいと思い

ます。 

 続きまして、８ページ、９ページをご覧ください。

円山川水系河川整備事業の進捗状況についてです。 

 お手元にＡ４カラーの横長の２０２０年度円山

川改修事業実施地図（予定を含む）という図面をお

配りさせていただきましたので、それを参考にしな

がら見ていただきたいと思います。 

 まず、現在の河川整備事業につきましては、平成

２５年に策定されております円山川河川整備計画

に基づいて実施されております。 

 概要及び進捗状況ですが、まず最初の瀬戸・津居

山地区、これはちょっと図面には記載されておりま

せんが、円山川の一番下流部になります。こちらの

無堤防地区の解消ということで、現在も整備案のほ

うを国交省のほうで検討されているというふうに

聞いております。 

 それから、次のひのそ他地区です。これにつきま

してはちょうど奈佐小橋から城崎の結和橋の上流

までの区間につきましては、平成１６年台風２３号

水位の高さまでパラペットが既に完成しておりま

す。図面の一番左に来日橋右岸下部工事など何件か

工事がありますが、そこの部分ですが、現在は県道

の来日橋の架け替え工事が進められておりまして、

左右両岸の橋台が施工されております。左岸側につ

きましては、既にくい打ちが完了しておりまして、

この後、上部工の工事の発注が予定されているとい

うふうにお聞きしております。 

 それから、次の鶴岡・日置地区です。ちょうど図

面でいきますと、右側の下のほうに向日置橋という

のがありますが、その辺りになります。ここでは日

置地区では堤防工事が進められるとともに、先ほど

言いました向日置橋、これは市道になりますが、こ

れの架け替え、堤防により支障となりますので、架

け替えの整備工事が今後、発注の予定があります。 

 それから、鶴岡地区につきましては、引き続き用

地の未買収箇所がありますので、用地買収の交渉が

行われているというふうにお聞きをしております。 

 それから、日高地区につきましては、一番先ほど

の向日置橋の下の部分になりますが、こちらにつき

ましても築堤工事が継続して順調に行われている

というふうにお聞きをしております。 

 それから、次の中郷の遊水地の整備です。ちょう

ど図面の真ん中の辺りに中郷遊水地整備工事とい

うことで、４件ほどありますが、この部分になりま

すが、上池、下池ということで、２つ池があります

が、下池につきましては既に工事が着手されており

まして、今年度につきましては現在、掘削、それか

ら一部その築堤工事についても進められていると

ころです。上池につきましても、現在、用地買収が

継続的に進められておるというふうにお聞きをし

ております。 

 それから、最後になりますが、堤防強化というこ

とで、これにつきましては、防災・減災国土強靱化

３か年緊急対策ということで実施されております。

具体的には河川堤防の裏側、民地側になりますが、

裏側ののり尻にブロック等で補強する工法です。こ

れにつきましては、現在、出石川や円山川の右岸で

工事が行われております。 

 なお、本事業につきましては、先ほどの緊急３か
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年事業ということで、今年度が最終年度となりまし

て、予定箇所全てが完成予定というふうに聞いてお

ります。 

 それから、要望活動ですが、今年度につきまして

は新型コロナウイルス感染症の影響もありまして、

従来ですと近畿直轄河川治水期成同盟会連合会で

の要望に参加をしておりますが、国土交通省、財務

省への要望書送付に代えられたというふうにお聞

きをしております。 

 続きまして、その他ということで、ちょっと挙げ

させていただいております。円山川流域治水協議会

についてです。これにつきましては、国土交通省の

ほうより近年、毎年のように全国各地で頻発する自

然災害に対応するために、全国一級河川において河

川管理者だけでなく、あらゆる関係者による流域治

水へと転換していく方針が示されております。これ

を受けまして、円山川水系におきましても円山川流

域治水協議会を立ち上げまして、流域全体でおおむ

ね５年から１０年の間に緊急的に実施する事業を

取りまとめた流域治水プロジェクトを策定、公表し、

計画的に推進することとなっております。 

 協議会のメンバーにつきましては、豊岡市長、養

父市長、朝来市長、それから兵庫県の県土整備部総

合治水課長、それから国土交通省の豊岡河川国道事

務所長で構成されまして、これまでウェブ、あるい

は書面などで２回の会議が開催されております。 

 今後ですが、来年３月には最終的な円山川流域治

水プロジェクトということで、まとめられて公表さ

れることとなっております。 

 次に、事務概要には記載させていただいておりま

せんが、防災の委員会ということで、内水対策につ

いて若干触れさせていただきます。お手元に配らせ

ていただきました２枚目の図面です。盛土工平面図

という図面ですが、これにつきましては、山田川流

域の内水対策事業ということで、すみません、先ほ

どの２枚目のこの赤い図面です。これにつきまして

は、山田川流域の内水対策事業ということで、福田

地内から下陰地内にかけての奈佐川の右岸の山田

川の流域について、内水氾濫による浸水被害を軽減

するために排水ポンプを設置する事業です。 

 今年度の工事ということで、お手元に配付させて

いただきました図面ということでご説明させてい

ただきます。ちょうど赤で着色させていただいてい

ます部分について、ポンプの設置箇所、それからポ

ンプの操作室に当たる部分になります。こちらにつ

いて、今年度盛土を行っております。この盛土につ

いてですが、当事業箇所につきましては、地盤が軟

弱であるということで、正規の計画高さまで盛土す

ることによって、将来にわたり長期間の地盤沈下が

生じるということがありますので、そこで今回の工

事では、計画高さより倍の高さまで盛土を行いまし

て、将来に発生する沈下をできるだけ早く進めて、

将来に多くの沈下が残らないような格好で対応す

るということで、盛土をさせていただいております。 

 今回、盛土をいたしまして、１年間この状態で放

置をいたしまして、１年後には現在の盛土を正規の

盛土の高さまで上の部分を取ってしまいまして、そ

の後、ポンプであったり、排水、操作室の建屋であ

ったりというものを整備していく予定としており

ます。 

 なお、この福田排水機場の事業につきましても１

２月議会におきまして、緊急自然災害防止対策事業

債という有利な起債での事業が可能となっており

ますので、補正予算の提案をさせていただきますの

で、ご審議のほうをよろしくお願いをしたいと思い

ます。 

 建設課からは以上です。 

○委員長（足田 仁司） 続いて、上下水道部、石津

下水道課長、お願いします。 

○下水道課長（石津  隆） 下水道事業の事務概要

についてご説明いたします。１０ページの雨水整備

事業でございます。 

 現況と課題ですが、雨水整備は、雨水幹線３９．

４キロメートルの計画に対し約１５キロの整備を

終え、現在、整備率は３８％となっています。今後

もさらに水に強いまちづくりに向けた取組を推進

してまいります。また、今後の雨水計画は総合治水

の観点、「ながす、ためる、そなえる」を総合的に
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判断し、計画の見直しを図る必要があると考えてお

ります。 

 ２０２０年度の事業概要及び進捗状況です。１１

ページに下水道課説明資料としまして、２０２０年

度雨水整備事業の位置図を添付しておりますので、

参考にご覧いただければと思います。 

 １つ目の福田排水区です。こちらは山田川流域内

水対策事業に併せて雨水幹線の整備を行うもので

す。２０１８年度に用地測量、詳細設計業務を完了

し、昨年は地元地区や農会と施工時期や工事用通路

の使用承諾などの調整をしてまいりました。本年度、

２０２０年度からは水路工事に着手し、約３か年で

総延長約１，０００メートルの整備を完了する予定

としております。２０２０年度は下流側の約１３０

メートル区間を工事する予定としております。進捗

率は今月、１１月の発注予定となっております。 

 次に、２つ目の三江排水区でございます。こちら

は豊岡市市街地東部の三江排水区における浸水対

策事業として、三江四号雨水幹線の未整備部分の整

備を行うものです。昨年までに境界確定、詳細設計、

用地買収が整いましたので、本年度は水路整備工事

約１７４メートルを施工するものです。進捗率は、

現在、入札は終えておりますが、工事着手準備中と

いうことで、約５％となっております。 

 下水道課からの説明は以上でございます。 

○委員長（足田 仁司） 説明は終わりました。 

 質問はありませんか。 

 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） いいですか。先ほどの盛土工

のことなんだけども、図面を見ておって、ちょっと

よく理解ができないんで教えてほしいんですけど、

要はこれは奈佐川があって、福田第一樋門があって、

山田川があって、これ、右側は山陰酒類、山陰酒販

のこと、これ。山陰酒類食品っていって、あそこの

山陰酒販のことですか。それとも、こっち側は今の

東豊精工のあるほう。ああ、いうことか。大体ぼや

っと分かってきた。 

 それで、何が聞きたいかっていうと、奈佐川が本

線ですよね。それで、山田川はその横にあるわけだ

けど、今、福田第一樋門がここにあって、要するに

奈佐川から逆流を防ぐっていうか、その防ぐために

はここをフラップゲートになってるのかな、これ。

これ、ゲート、樋門は、フラップじゃなくて閉める

の。 

○下水道課長（石津  隆） はい。 

○委員（椿野 仁司） 増水して逆流したらいけない

ので。それで、閉めると、今度は山田川の水がそこ

にたまってしまうから、それをこの今の排水機場を

造成することによってどういうふうに、水をどんな

形で逃がしていくわけですか。ちょっと今の説明、

僕の言ってること、よく分かりますね。ちょっと具

体的にどうなんだっていうところは、うん。 

 それから、金額のこと言わなかったけど、今はい

わゆるそういった補助金なり何かそういうものが

あるから有利なことがあって、起債を受けられると

いうことだったんだけど、一体どれぐらいの規模の、

どれぐらいの今、１２月で出すんだろうけども、ど

ういうぐらいの内容のものなのか、もう少し詳しく

教えてもらえませんか。 

○委員長（足田 仁司） 冨森建設課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） すみません、ちょっと説

明が不十分で申し訳ありませんが、先ほど椿野委員

がおっしゃいましたように、奈佐川の水位が増えま

したら当然、福田第一樋門が閉まりますので、この

山田川流域、ずっと上流から流れてきたこの水がは

けませんので、ここに今、赤で着色している部分に

ポンプを据えまして、ポンプで吸った水を堤防の上

に管をはわせまして、乗り越し管をはわせまして、

奈佐川のほうに吐くような格好で内水を奈佐川に

吐くという計画で今、進めております。 

○委員長（足田 仁司） 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） 豊岡には今までこういうのは

ないね。ありましたか。 

○建設課長（冨森 靖彦） 豊岡では同じようなもの

といえば、円山川右岸側に下鶴井と宮島に国交省が

仮設で造られたんですけど、最終的には豊岡市のほ

うでいただいています、そのようなポンプと、それ

と同じような形になります。 
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○委員長（足田 仁司） 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） それなら、いわゆる昔でいう

とバーティカルポンプみたいな感じのが向こうだ

と、今はこれは完全にもうこういうものを布設する

わけだけど、これで大体、細かいこと聞いて悪いけ

ど、どれぐらいの能力があるの。毎秒何トンとかの

排水量が。 

○委員長（足田 仁司） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 今、計画では毎秒３．１

トンです。１．５５トン掛ける２台。 

○委員（椿野 仁司） １．５掛ける２台。 

○建設課長（冨森 靖彦） １．５５掛ける２台で３．

１トンの計画です。 

○委員長（足田 仁司） 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） 最後に。詳しくはまたいろい

ろと聞きたいこともあるんだけども、結局これによ

って、この下陰地区がどれぐらいの今までこの流域

で冠水を余儀なくされておったんかなというとこ

ら辺がちょっと分からないんだけど、どれぐらいの

範囲で、このいわゆる山田川からの内水がどれぐら

い下陰の範囲の中で、どれだけの冠水をされておっ

たんですか。 

○委員長（足田 仁司） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 下陰につきましては、平

成３０年の７月豪雨でもこの辺り、床上浸水とかが

あったりということがあったんですが、今回このポ

ンプをつけることによって、完全にその道路を、完

全にその浸水を全くなくすというわけではなくて、

いわゆる５年確率の雨ぐらいで、道路面で通常車が

通れる２０センチぐらいの深さまでに抑えようと

いう計画でさせていただいています。当然、山田川

流域ということですので、下陰もですし、上流の福

田のほう側も若干、そこらも含めて全体で少しでも

浸水を軽減しようというような計画になっており

ます。 

○委員（椿野 仁司） 分かりました。 

○委員長（足田 仁司） ほか、ございませんか。 

 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） １つ、多分これ、図面修正を

せんなんのかなと思いますのは、この円山改修事業

の実施位置図、見てましたら、当然これ、それぞれ

の事業が打ってあります矢印の修正せんなんとこ

っていうのが、ちょうどど真ん中の一番上のところ

に、円山川堤防強化事業という３本の矢印がこれ打

っとるんですけど、一番右の矢印がこれ、出石川に

かかってまして、出石川のちょうどこれ、鳥居の辺

だと思いますけども、これは出石川で、その出石川

の左岸堤防、右のちょうど枠からいったら３つ目の

上、出石川左岸堤防工事、これも２本矢印が出てお

るんですけども、下の矢印については、これはもう

円山川の、これは中郷堤防かなと思っておるんです

けどね、これちょっとまず修正じゃないかなと思っ

て、どうでしょうか。 

○委員長（足田 仁司） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） これにつきましては、国

のほうにも確認をさせていただいたんですけども、

工事名称で、発注工事ごとに記載されてますので、

ちょっと矛盾する部分があるかも分かりませんが、

円山川の堤防強化ということで、この部分も入って

いるということで、ちょっとあの・・。 

○委員（浅田  徹） そういうか、ちょっと矛盾し

ますね。 

○建設課長（冨森 靖彦） ちょっと矛盾しますけど、

はい。ご理解願いたいです。 

○委員（浅田  徹） そういうことですね。一緒に

抱き合わせで、そこでやると。 

○建設課長（冨森 靖彦） そうです、はい。そうさ

れているということです。 

○委員（浅田  徹） 工事費の大きいほうをどっち

かにということですか。 

○建設課長（冨森 靖彦） はい、そういうふうに聞

いております。 

○委員（浅田  徹） なら了解しました。 

○委員長（足田 仁司） 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） それと、じゃあ、質問です。

僕は特に建設課さんの円山川流域治水協議会、これ

は豊岡にとって、今は特に最近、流域災害治水とい

うことが非常に大きな問題になっています。豊岡は
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当然、上流域の本当に朝来、養父市の水で豊岡は氾

濫を余儀なくされているということで、この流域治

水にしっかりとした、これからなんですけども、や

はりプロジェクトの中で、一番被害を受ける豊岡で

すから、以前いろいろと質問したことあるんですけ

ども、市長は、いやいや、こんなもん、末端の豊岡

のことなんか、上流の市が考えてくれることはない

と。やっぱりこれは全然そういう治水的なことに対

して市もかなり僕はハード面では消極的だという

ふうな捉まえ方をやってますので、やっぱりしっか

りと今後の命だけじゃなくて、せっかくできたチャ

ンスですので、よろしくこれはお願いしたい。私な

りにはこれも勉強したいなと思ってますけれども、

その辺の心構えだけちょっと今日は聞かせてもら

ったらと思います。 

○委員長（足田 仁司） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 浅田委員言われますよう

に、この流域治水プロジェクトということで、例え

ば河川管理者だけであるとか、その他の民間の方も

含めてということで、今回のこのプロジェクトにつ

きましては、全ての関係者、当然国、県、それから

流域の自治体、そこが協力し合って円山川なら円山

川の治水対策をしていこうということで、今までば

らばらにやっていたものを一つにまとめてできる

だけ効果が上がるようにということで、連携して取

り組むということですので、我々としても豊岡は一

番下流ですので、しっかりと上流でもどういうこと

をされるのかということも含め、意見も言っていき

ながら取り組んでいきたいなというふうに考えて

おります。以上です。 

○委員長（足田 仁司） 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） よろしくお願いします。 

 もう１点は、これも先ほど椿野委員から出ました、

非常に福田排水機のポンプ場を造成にかかられる

というふうなことで、沈下を見越して倍の盛土をさ

れると。今回、図面で見せていただいたのは、特に

ポンプの本体が据わる、そういう建築物等が来る場

所かなと思っております。ところが、実際は周辺の

この三角の、つまり、道路と道路と、言わば右岸堤

防に囲まれたこの三角地は全部これがポンプ用地

になるということですね。ご承知だと思いますけど

も、ここの隣には山陰酒販の倉庫等があります。こ

こは非常にご承知のとおりに、豊岡の中でも一番軟

弱な、とんでもないもう、田んぼを埋めたら、隣の

田んぼが浮き上がるぐらいな、非常に変異の激しい、

つまり、それだけ飽和状態、水がたくさんじゃぶじ

ゃぶの地層になります。 

 ですから、気つけてされんと、やはり道路が傾く

とか、周辺施設を沈下させるとか、逆に言ったら、

その隣を隆起させるとか、非常にこれ、問題がある

場所ですので、十分その注視しながら、動態観測と

は言いませんけども、そうしないとまた交渉問題で、

沈下に対する、建物にクラックが入ったとか、十分

予想されます。ここはこの遊水地は、市が区画整理

をして、住宅地で販売したところですけども、水路

そのものの１メートルぐらいもう即時沈下で、造っ

たものが沈下してしまうというような、非常に市と

しても、逆に言えば大変な場所を、そういう経験も

してますので、特に沈下対策、もちろん建物をとに

かくしっかり支持摩擦ぐいは打たれるでしょうけ

ども、盛土に対しても十分、知見取って、対策をお

願いしておきます。これはお願いです。以上です。 

○委員長（足田 仁司） そのほかございませんか。 

 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） ちょっといいですか。まあま

あ、この円山川改修事業の実施、位置図の中もそう

なんだけど、この８ページにある無堤防地区の解消

というところで、瀬戸・津居山地区がまだ全然具体

的に示されてないんだけども、一体、言えることと

言えないことがあるなら、それはまあ、いいんだろ

うけども、今まで津居山も含めてＡ案、Ｂ案という、

いろいろとあったと思うんだけども、その一体全体、

これ遅れてるっていうか、前に進まないのは、理由

は一体何なんですか。地元が合意されないっていう

ことですか。それとも、まだまだその、国交省も含

めてそういった提案はされとるとは思うんだけど

も、前に一つも進まないんだけど、これはどういう

こと。 
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○委員長（足田 仁司） 河本都市整備部長。 

○委員（椿野 仁司） あっ、止めたほうがいいんだ

ったら、止めてもらったら、委員長に。 

○委員長（足田 仁司） 暫時休憩します。 

午前１０時２４分休憩 

──────────────────── 

午前１０時２９分再開 

○委員長（足田 仁司） では、委員会を再開します。 

 そのほか質問ございませんか。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） よろしいか。１つだけですけ

れども、建設課の雪害対策の推進の件で、消雪装置

の老朽化という話がここに記載されてるんですけ

れども、一つ、中山の消雪装置が非常に老朽化して

いるということを考えておりまして、１０日ほど前

かな、修繕をされておりましたんですけれども、あ

そこの消雪は雪が降ると役に立たんようになって

くるという消雪なので、ちょうど業者が５か所ぐら

い掘ってましたんで、どうしたんだいうたら、もう

劣化して腐食が非常に進んで、掘り直して管を入れ

替えてるんだというお話だったんですけども、あそ

この地域は家屋が連たんした、１キロ、１．５キロ

ぐらい連たんした場所で、特に冬季のことを考える

と、消防水利の取りにくいとこやし、あるいはまた

救急も入りにくいところになってきますし、この辺

はやっぱり根本的に考えなんの違うかなというふ

うに思ってるんです。 

 ですから、消防、救急、全てが例えば雪の夜、夜

中とかになると、消防車も入れん、救急車も入れへ

んと違うかなという気もするところなんで、一遍根

本的に考えんなんのじゃないかなと。それで、僕が

今申し上げた、雪が降ると役に立たんというのは、

地元の人がよく理解されてますので、その辺をどん

な考えておられますか。課長でも参事でもよろしい

ので。 

○委員長（足田 仁司） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 中山の消雪につきまして

は、先ほど福田委員さん言われましたように、現在、

修理をさせていただいてます。 

 豊岡市消雪施設といいますと約４０キロ弱ある

んですけど、当然、老朽化だとか劣化の程度によっ

て、その更新であるとか、まだ程度が低ければ部分

的に補修ということもさせていただいてるんです

けど、中山についてもその部分的な補修ということ

で、ちょっと今回させていただいております。その

辺りの状況を見させていただきまして、当然、先ほ

ど言いましたように、程度によれば何年か後にはま

た更新ということも可能性としてはないかも分か

りませんが、ちょっと様子を見ていただけたらなと

いうふうに考えておりますので、よろしくお願いし

ます。 

○委員長（足田 仁司） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 可能性がないわけではないと

いうふうに聞かされたんですけども、ともかく雪が

降ると役に立たなくなるような装置で、どうだろう、

豊岡では一番悪いんじゃないかなという気もする

んですけれども、理由がどこにあるか、大体分かる

ような分からんようなところもあるんですけれど

も、基本的に消雪装置自体もあれ、４５年ぐらいた

ってるんじゃないかな思うんですけれども、違いま

すか。４５年ぐらいたってるん違うかなと思うんで

すけども。 

○委員長（足田 仁司） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） ちょっと年数までは分か

らないですが、あそこはもともと多分、県道か国道

だったと思うんですそれをもらった、頂いた施設だ

と思います。ちょっと年数については分かりません。

申し訳ありません。 

○委員長（足田 仁司） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） それで、最後になりますけれ

ども、小学生の通学路で、幅員の狭いところですの

で、非常に難儀する場所でもあるし、心配をする場

所でもありますし、それと今、申し上げたように、

雪がどんと降った場合、進入が非常にしにくいとい

うことは間違いない。特に高齢者が多い地域ですか

ら、救急搬送でも大変だろうなという気がするんで

すけれども、そこらをよく判断をされて、対応もし

っかり取っていただきたいなということをやっぱ
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り地元の非常に切なる願いだと思いますので、私も

大雪になったときはやかましく言うんですけれど

も、実態としては本当に県道側から入りにくくなっ

てしまうので、中山の地内というのがね。そこから

また枝、支線が結構ありますので、夜間２時とか３

時、雪が降ったときには本当に大変だろうなという

ことと、その消防の水利のことからいっても大変だ

ろうなという気がするんで、しっかり考えていただ

いて、対応していただきたいということをまず、こ

れはお願いをしておきます。 

 以上、よろしいですかね。 

○委員長（足田 仁司） 河本参事。 

○都市整備部参事（河本 行正） 消雪につきまして

は、現在市内にあるのが県道、あるいは国道からの

市道に受けたということに伴ってっていうのがほ

とんどで、かなりまたそれも老朽化が市内中、目立

っております。一生懸命ですけども、そこは日々の

生活がかかってますので、できる限り維持していこ

うということで、やりくりしながら進めております

ので、それはきっちりと完璧なことはできませんけ

ども、繕いながらでも冬季のこの道路交通は守って

いきたいというふうに、我々も必死に思っておりま

すので、ご理解をいただきまして、適正に、また見

ましたら、現地を確認しまして、また予算等で上げ

ていって維持していくというふうに、そういう方針

でおりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員（福田 嗣久） よろしくお願いします。 

○委員長（足田 仁司） そのほか。 

 清水委員。 

○委員（清水  寛） すみません、１点だけお聞き

したいんですけども、但馬空港インターが開通しま

して、それで最近ちょっとあの辺を意識して通るよ

うにしてるんですけども、今日も通ってきたんです

けども、非常に大きな車が割とＵＦＯのほう側に、

ずっとあのカーブを通っていかれるんです。 

 ただ、その空港インターを出てからのところがず

っと下り坂が、反対からちょっと上り坂なんですけ

ども、そういう意味ではああいう大きな車が通って

いく中で、なかなかいわゆるスリップとか、雪害の

状況、凍ててくる場合っていうので、信号がある場

所はフラットではあるんですけども、空港から下り

てくる側っていうのは当然、下り坂ですし、その辺

でやはりこれから事故が起きたりとかっていうこ

とがちょっと想定されるのかなというふうに思う

んですけども、その点についていかがでしょうか。 

○委員長（足田 仁司） 河本参事。 

○都市整備部参事（河本 行正） 一応、今回の空港

線にインターのタッチということで、冬季のそうい

ったことも考えた勾配で道のほうは造り直されて

おります。ですので、交差点については車が止まる

ところが大体おおむね２．５％というような勾配以

内で設置することになっておりまして、それプラス

坂道につきましては、道路構造令でも積雪、寒冷地

については６％以内ということで、それで設計され

て、坂を造り直しておられますので、基本的には冬

季に対応した道というふうには考えて、我々はそう

いうふうに思って受け止めております。 

 今後、この先そういった事象でっていうことで、

何か取れることがありましたら、それはまた県のほ

うにもお願いしたりとか、国のほうにもお願いした

りとかいうふうには考えますけども、今のところは

その道路の構造令上の法規的なものについては冬

季の交通を考えた設計にはなされているというふ

うには思っております。以上です。 

○委員長（足田 仁司） 清水委員。 

○委員（清水  寛） できたばっかりで、この先ど

ういう形になるのかっていうのはなかなか分かり

にくいのかなとは思いますけども、やはり大型のト

ラックがかなり荷物積んでる場合、坂道ではちょっ

とでも凍ててたら割とスリップして立ち往生って

いうのは市内でもちょくちょく見ることがありま

すし、そういう意味では非常に大きな動脈になって

くる場所でトラブルになると、あの道は、全く抜け

道が多分ない状態になってくるのかなと。そういう

意味では、インターの端まで来て大渋滞というよう

なことが起き得るかなと思うんで、その辺、十分に

注意していただきながら、何らかの対策を先に、何

かこういうことになったときにはこういうことが
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できるんじゃないのかっていうのも考えていただ

いて、状況を見ていただけたらと思います。意見と

して、はい、以上です。 

○委員長（足田 仁司） そのほか質問等。 

 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） 一つ聞き忘れてました。いい

ですか。無堤地区の中で、もう一つちょっと聞き忘

れとったんだけど、左岸の今の築堤がある中で、来

日のあの今の結和橋がある辺は、今、工事をされて、

すごい時間かかってるの分かるんだけど、あの先の

甲浦っていう、我々が称してる今津川、今津の川の

ところのあの辺りが全く手つかずなんだけど、あれ

は今、進捗状況っていうのはどういう状況になって、

あれは手つかずなのかっていうとこら辺、前は聞い

たことあって、理由はいろいろとあったんだけど、

その後、何にもあそこだけは、矢板を打ったままだ

よね、基本的には。今津川は分かる。あそこは、ま

たこれ休憩挟まないと言えない話。じゃあ、また休

憩を挟んで、聞いてほしくないってことですか。う

そですか。ほんなら休憩取ってください。 

○委員長（足田 仁司） 暫時休憩します。 

午前１０時３０分休憩 

──────────────────── 

午前１０時３２分再開 

○委員長（足田 仁司） 委員会を再開します。 

 そのほか質問等ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（足田 仁司） ないようですので、以上で

委員会所管事項の事務概要については終わります。 

 それでは、当局職員の皆さんは退席していただい

て結構です。ご苦労さまでした。 

 それでは、（３）、まず、休憩なしでよろしいで

すか。（「はい」と呼ぶ者あり） 

 （３）、次に、委員会の運営方針についてを協議

します。 

 本委員会の調査範囲は相当に広く、委員会として

は調査内容を絞り、より効果的、効率的な成果を上

げるため、重点調査事項を決めて、それに沿って進

めていきたいと考えています。 

 参考までに、別紙１として、当委員会の設置要綱、

また別紙２として、本年１０月までの重点調査事項

を配付しておりますが、改めて今期の委員会重点調

査事項について、協議をお願いいたします。 

 事務局の説明を求めます。 

○事務局主査（伊藤八千代） 失礼します。本年１０

月までの重点調査項目を別紙２のほうにつけてお

ります。ご覧ください。２０２０年度前期防災対策

調査特別委員会の重点項目としまして、９点ござい

ます。１番から９番までということで、前期のほう

で決めておりますが、２０２０年度の後期重点項目

について、この前期項目を引き継いで取り組んでい

くか、また新しい項目を新たに加えていくかなどを、

本日この場でご協議いただきたいと思います。 

 参考までに、別紙、防災対策調査特別委員会資料、

Ａ４の１枚物としまして、委員会の開催経過のほう

をつけております。 

 簡単ですが、以上、よろしくお願いいたします。 

○委員長（足田 仁司） それでは、この件について

ご意見等はありますでしょうか。特にございません

か。 

○委員（福田 嗣久） はい。網羅されてるように思

いますけど。ＢＣＰ、内水、河川・土砂、地震・津

波、高潮、原子力、雪害、自主防災、防災意識の向

上。 

○委員長（足田 仁司） ちなみに、コロナ関連は１

番の項目と、それから８番ですかね、避難所の運営

等が絡んでくる、そういったところにコロナ関連の

対策は網羅されてるようですので。 

 それでは、特に意見等はないようです。 

 奥村委員。 

○委員（奥村 忠俊） １年間あるんですけども、で

きるだけ現地視察といいますかね、そういったもの

があると非常によく分かるんですけども、今、先ほ

ど椿野委員が言われたのも分かっておるような感

じなんですけども、なかなか複雑なことになってる

というところまでは分からなんだ。後で聞いてなる

ほどと思ったいうようなこともあるんですけども。

できるだけ現地を見させていただくいうことが大
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事ではないかと思いますので。 

○委員（福田 嗣久） ３月にも行っとんなるへんか。 

○委員（奥村 忠俊） 去年だろ。 

○委員（福田 嗣久） 今年の。前期の委員さんです

けどね。 

○事務局主査（伊藤八千代） 参考までになんですけ

ども、この後、１２月の今度、次回の委員会の調査

事項を確認していただきたいんですけど、２年前は

１２月に管内視察のほうにたしか行っておりまし

たので、今、奥村委員がおっしゃるように、次回に

管内視察っていうことも可能だと思います。 

○委員（椿野 仁司） 今、奥村さんが言われたこと

で、どちらにしてもコロナの関係で、管外がなかな

か行きにくいんではないかなと。これは別に防災だ

けに限ったわけじゃなくて、常任も特別委員会も、

管外視察は難しいと思いますよね。 

 そうすると、そうなると管内視察を増やしたほう

がいいのではないのかなということになると、いろ

んなところを見に行って、やっぱりいろんな、見に

行くだけじゃなくて、現場の声を聞いたほうがいい

ですよ。だから、僕らも津居山と瀬戸のも、結局、

当局ばっかりにああやって対応をしてもらってお

るんだけど、我々もやっぱり聞いて、見聞きしない

とあかんのではないかなと思いました。 

○委員長（足田 仁司） そのほか意見等ありました

ら。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（足田 仁司） それで、次回の委員会でど

のように取り組んでいくか、まずはそれについて、

先ほどからこのコロナ禍にあって管外は難しいの

で、管内の現地視察等を取り組んではどうかという

ようなご意見だったと思いますが、具体的にはどう

いうふうにさせていただきましょうか。 

○委員（椿野 仁司） 具体的にはいろいろと治水だ

とか色々あると思います。 

○委員長（足田 仁司） このＡ４、１枚の用紙を見

ると、今年の３月には５か所の視察を実施されてい

ます。 

○委員（椿野 仁司） 防災、続けて入っとんなる人、

誰ですのん、ほんなら。 

○事務局主査（伊藤八千代） 奥村委員ですね。 

○委員（椿野 仁司） ああ、奥村先生、あっ、そう。 

○委員（奥村 忠俊） いや、私もずっと見ると、こ

こで大体地形が分からないところが出てくると、や

っぱり見てくると、非常に具体的によく分かるんで

すわ。そりゃ今日もいっぱい出てるし、指摘されて

る事項がいっぱいあるんで、管内ならまだ行きやす

いわけで、ぜひそういう形で、何度も計画してくれ

たらありがたいですけどね。 

○委員長（足田 仁司） 今、奥村委員からのご意見

ですけれども、仮に現地視察ということを取り組む

とすれば、どういったところ。 

○委員（椿野 仁司） そこを次の委員会で上げまし

ょう。今上げますか。 

○委員長（足田 仁司） いやいや、ですから、１２

月の委員会で何を、どういった協議を進めるかとい

うことですので、１２月の委員会で年を越してでも、

その現地視察をいついつ行うとか、そういった相談

をさせていただくということも可能かと思います

ので。 

○委員（椿野 仁司） まず、委員長ね、委員長、副

委員長でもお考え、事務局でもお考えになられるの

もいいですし、委員でそれぞれの地域も含めていく

と、今こういうところで防災で非常に気になってい

るところがあるっていうとこら辺も含めていって、

そういうのを一回ちょっとリクエストしたらどう

ですか。 

○委員長（足田 仁司） そうですね。今、椿野委員

からありました。 

○事務局主査（伊藤八千代） すみません、ちょっと、

じゃあ事務局案としまして、次回の委員会では管内

視察をするという前提でよろしいでしょうかとい

う確認が１点と、もしそうなると、また午前中開催

の、午後から予算決算委員会があるというパターン

になりますので、午前中、９時ぐらいから出発して、

こちらのほうに１１時３０分ぐらいに帰ってくる

っていうパターンになるかと思います。 

○委員（福田 嗣久） 次回のスケジュールは。 
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○事務局主査（伊藤八千代） １２月の 

○委員（福田 嗣久） １２月のスケジュールはどう

だ。 

○委員（椿野 仁司） そんな、その日にどないして

も委員会を考えなくても、視察考えなくたっていい

んじゃないの。 

○事務局主査（伊藤八千代） また別日に、椿野委員

がおっしゃるように、別日に、委員会じゃない別日

に、防災で管内視察の日っていうのをつくって、例

えば１日回るぐらいの想定をするっていうのも一

つの案かなというふうに思います。 

○委員（福田 嗣久） 今おっしゃってるのは２１日。 

○委員（椿野 仁司） そうそうそうそう。 

○事務局主査（伊藤八千代） はい、そうです。 

○委員（椿野 仁司） 予算決算委員会もあるしね。 

○委員長（足田 仁司） 次の１２月の委員会では、

先ほどから椿野委員からも出てましたように、それ

ぞれの地域の気になる部分とか、ここはぜひ見てお

いてほしいとかいうような候補を持ち寄っていた

だいて、その中でどこどこを視察しようというふう

に候補地を、それを相談させていただくという、そ

ういった委員会でどうかなと。提案です。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） ええと思いますで。 

 まず、よろしいか。当面、行事が少ないと思うの

で、基本的には行事が少ないので、別日で設定をし

て、協議をして、まず協議をして、どこへ行こうか

ということなんですけども。 

○委員（椿野 仁司）フリーでいろんなところへ行っ

て、いろんなものを見てきたらええと思います。 

○委員（福田 嗣久） それでええと思います。 

○委員（奥村 忠俊） 去年も委員会でかなり回らせ

てもらって、上田委員長でしたけど、円山川、城崎

のほう、それから今、椿野君がさっき言った合流し

ていくところの改修ね。 

○委員（椿野 仁司） やっぱり津居山、瀬戸が気に

なっとるんですわ、本当に。 

○委員（奥村 忠俊） そうですね、見るとやっぱり

よう分かりますわ。 

○委員長（足田 仁司） 今出ているご意見ですと、

次回の委員会では、さらにその次、いつかはまだ決

まりませんけども、日にちを設定するなりして視察

箇所を、それぞれの委員の視点でここがいいんじゃ

ないかというような候補を持ち寄っていただくと。

その中から絞り込んで視察先を相談させていただ

くというような内容にさせていただいてよろしい

でしょうか。 

○委員（浅田  徹） でも、まずは事務内容を今日

説明があって、奥村委員が言われたように、やっぱ

り防災は現場ですので、ペーパーで何ぼこう地図に

されても、地形、周辺、その状況、やっぱり目視し

ないと全然分かりませんので、現場周辺を理解して

いかないと、この委員会、駄目だと思いますので、

事務局は大変ですけども、まず、１２月はここの今

日出たようなものを、喫緊の課題、事業、今やるこ

とにまず理解をして、さらにそれプラスアルファい

うことで、各委員会、議会ごとに、現場主義という

ふうなことの中で、やっぱりそしたら行かないと駄

目だと思いますよ。 

○委員長（足田 仁司） 今、浅田委員からもご指摘

のありましたように、次回は先ほど申しました、そ

の視察先としてそれぞれの委員が候補地なり、箇所

を持ち寄って調整をさせていただくということを

メインにできたらなと思いますので、そのように進

めさせていただいてよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（足田 仁司） ありがとうございます。 

○委員（椿野 仁司） ちょっと一つだけ付け加えて

ね、この３番の土砂災害対策って書いてあるんだけ

ど、建設経済で昨日会ったときに、ここに委員長お

られるんだけど、山本くんが住宅のほうの関係で。 

○委員（福田 嗣久） レッドゾーンの。 

○委員（椿野 仁司） レッドゾーン。それで、レッ

ドゾーンが、結局予算は組んでるんですけどね、ゼ

ロなんですよ、予算執行ができてないんです。なぜ

かというと、申出がないんですよ。 

○委員（福田 嗣久） そう言ってましたね。 

○委員（椿野 仁司） うん。というのは、一番の問
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題は、補助金とか助成金が安いっていうか少ないん

で、それは城崎でも旅館、ホテルのところであるん

だけど、例えば一番大きいところだったら招月庭な

んかは、あの山はどないして直せって言われても、

３００万円までだけ。そんなもんで直るはずがあれ

へんですわ。だけど、レッドゾーンっていって、例

えば住宅もそうだし、急傾斜地もそうだろうけども、

いろいろなところへ行くと、そういうレッドゾーン

に指定をされても、要は結局、個人負担も生じるか

ら、それちょっとできませんっていうところは申し

込んでこない。 

○委員（奥村 忠俊） なるほど。 

○委員（福田 嗣久） 個人負担が多いから。 

○委員（椿野 仁司） 多いから。だから、結局今の

建設のほうで昨日も報告受けたら、ゼロなんですよ。

予算は取っておっても、結局執行はできないという

状況なんです。だから、これもうちょっと土砂災害

も含めていくと、その辺もレッドゾーンも視野に入

れておかないといけないのかなというふうに思い

ましたけどね。本当に危険なところはね。 

○委員（奥村 忠俊） 今、椿野委員が言われたのは

なかなか大事だと思いますわ。手がつけられないと

いうことで放置されてる所があって、そしていつ事

故が起こるか分からない、災害がというところは結

構あるんですね、あれ、どの町にも。今言われた城

崎でも狭いところに。 

○委員（椿野 仁司） そうなんですよ。 

○委員（奥村 忠俊） しかも山の高いところにある

しね。 

○委員（椿野 仁司） そう。いきなりレッドゾーン

の指定を受けるわけです。でも、持ち主も分かって

ないんですよ、正直なところ。 

○委員（福田 嗣久） いや、持ち主は分かってると

思うよ。 

○委員（椿野 仁司） いや、後で分かったの、それ

は。でも、分かってるところと分かってないところ

がある。 

○委員（浅田 徹） あのね、やっぱりそれ、財産権

というんか、例えばその神武山見えてますね。豊校

から全部あれ、レッドゾーンですよ。ところが、こ

んなところ指定してしまったら、多分、一等地頼み

から、地価下げちゃうからということが一つありま

す。 

 それで、村部へ行ったら、いや、まあ私の代で終

わりですわと逃げます。それと、やっぱりこのレッ

ドゾーンの指定で、急傾斜等の治山の事業が進むと

いうのがあるんです。人家連たん、もちろん今は急

傾斜なんかは地元負担になりますけど。だから、

個々でね、今、椿野委員が言われたように、そうい

う旅館業、ホテルになってるわけですけども、そこ

はもう本当に山を、崖地のところまで竹野なんかは

あったわけです。いっぺん、私のときも視察行った

んですけど、あまり土地所有者に刺激を与えないよ

うにやっていかないと、こんな悪いところに住んど

ってどうやみたいなことを、わしの土地に土足で入

るないうことで、車止めるところまでちょっとした

ようなことがありました。 

 それで、非常にこれ、命にも関わることですけど、

言われたように、個人の財産で、個人が裏山を削っ

て、そこにもう建ててあるような建物がよくあるん

です、特に村部に行きましたら。まあまあ、その兼

ね合いがあってね、なかなか難しいです。 

 ただ、その指定しないと、治山とか急傾斜事業は

進みませんので、指定をしていくことが大事なんで

す。これは注視していかなあかんと思う。 

○委員長（足田 仁司） そうですね。 

○委員（椿野 仁司） だから防災の扱いの範囲内な

のかどうか、その辺がちょっと私には分からんです。

建設の関係もあるので、ちょっとその辺はね。すみ

分けをどうするかっていうとこら辺、でも、土砂災

害って書いてあるから。 

○委員（福田 嗣久） 広い意味でですよ、それは。 

○委員（浅田 徹） いや、もう土砂災害も大事なこ

とですよ。やっぱり内水、治水これも治山もですの

でね。もう山災害。 

○委員（椿野 仁司） ちょっと連携をまた考えてみ

ましょう。 

○委員長（足田 仁司） そうですね。 
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 被災地のニュースでよくよく調べてみたら指定

区域になってたとか、後からいろいろと、あれがち

ょっと嫌だなと。 

○委員（椿野 仁司） 但東町でも前あったよね。そ

こを土地を売って、後でいろいろとトラブったこと

があったな。土砂災害の指定だとか。 

○委員（福田 嗣久） ありましたな。福田さんにひ

どい目に遭ったと。 

○委員（椿野 仁司） そうそうそう。福田が来い来

いって言ったのに。 

○委員（浅田 徹） あれは、広島に行ったんですけ

ど、レッドゾーンのところで、やっぱりそこへ集中

して二十何人とか、みんな亡くなっとるんですよ。

みんな住宅が、とんでもない状況のところはやっぱ

り指定していってますので、それはしっかり把握し

てそういう危険箇所はやっぱり危ないということ

だと思うんです。最後はやっぱり個人さんのことに

なっちゃうんだけどね。 

○委員（福田 嗣久） 治水の場合は全体でできるけ

ど、治山の場合は個人負担があるから、結局１人だ

から、もう逃げるわ、ほっといていう人が結構ある

から。 

○委員長（足田 仁司） みんなでっちゅうわけには

いかへんな。 

○委員（福田 嗣久） うちらでもう逃げるからほっ

といてって。 

○委員長（足田 仁司） また締めてから自由に発言

してください。 

 それでは、次回は先ほど申したような進め方で行

きたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 次は、（４）の委員の選出についてを協議します。 

 議会の改選役員のうち、職名によって委嘱を受け

るもの、または委員会の互選により委嘱を受けるも

のについて、別紙３に記載のとおり、豊岡市災害対

策本部出席者、この１件が防災対策調査特別委員会

での委嘱の選出対象であります。役職名により、委

員長が委嘱を受けることになります。 

 以上、ご確認をお願いします。 

○委員（椿野 仁司） 呼ばれないことを望んでおり

ます。 

○委員長（足田 仁司） そうですね。 

○委員（奥村 忠俊） いや、これは当たり年は大変

なんじゃないですか。 

○委員（椿野） 誰だな、おったな。 

○委員長（足田 仁司） あとは神頼みにならないよ

うにせんなんのですけども、はい。 

 次に、（５）のその他ということで、委員の皆さ

んから何かありましたらお願いをします。 

○委員（椿野 仁司） ありません、もう。 

○委員（福田 嗣久） 別にございません。 

○委員（浅田 徹） 管外視察はちょっと前向きに、

コロナ禍ですけども、まあまあ状況を見て、やはり

非常にヒントになることが多いんで、前向きに考え

ていただいたら、状況を見ながらですけども。全く

今、行きませんとかということじゃなくて、どうで

しょうか。 

○委員（椿野 仁司） 状況を見ながら。 

○委員長（足田 仁司） 奥村委員。 

○委員（奥村 忠俊） 近年、大変大きな災害が発生

している部分が増えておりますわね、全国的に。そ

れを全部見ないけども、豊岡も２０年前に大きな災

害があったんですけども、やっぱりそういったとこ

ろの新しい工事だとか、あるいは災害対策というと

ころもあると思うんですわ。コロナがあって言われ

たら、もう本当に出れなくなっちゃうんですけども、

しかし、災害対策の特別委員会ですから、そういっ

たやっぱり先進的なことだとか、あるいは被害があ

ったところの直し方だとか、整備の仕方という部分

については、やっぱり目で見てくるということも非

常に大事だなと思って、今、浅田さんも言われたん

ですけども、そういうことも可能なら、ひとつ委員

会でやっていただくということで、お願いしておき

たいと思いますけど。 

○委員長（足田 仁司） 以上、よろしいでしょうか。 

 それでは、以上をもちまして本日の防災対策調査

特別委員会を終了いたします。ご苦労さまでした。 

午前１０時５３分閉会 

──────────────────── 
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